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「赤心」

校長室だより №１ ６／５（金）

文責 田 中 敏 子

学校の周辺は緑が美しく輝いています。校長室から見えた子どもたちの姿や学校の
がつこう しゆうへん みどり うつく かがや こうちようしつ み こ すがた がつこう

様子、地域を歩いて感じたことなどをお伝えしたいと思い、「校長室だより」を発行しま
よう す ち いき ある かん つた おも こうちようしつ はつこう

す。ご意見やご感想をいただけると大変ありがたく思います。よろしくお願いします。
い けん かんそう たいへん おも ねが

今、この一瞬に思いを込めて 勝利をめざせ！
い ま い つ し ゆ ん お も こ し よ う り

安茂里小学校の校庭運動会は６月に行われます。今年度は６月６日（土）。
あ も り しようがつこう こうていうんどうかい が つ おこな こんねん ど が つ ど

一学期に行われる運動会は、私にとっては初めての経験。
いちがつ き おこな うんどうかい わたし はじ けいけん

入学して２ヶ月の１年生は、大丈夫なのだろうか…。
にゆうがく か げ つ ねんせい だいじよう ぶ

これは、１年生に対して失礼で余計な心配でした。
ねんせい たい しつれい よ けい しんぱい

整列・行進・ラジオ体操・大玉送り・全校ダンスなど、初めての種目で
せいれつ こうしん たいそう おおだまおく ぜんこう はじ しゆもく

覚えることばかりで大変だったと思いますが、一生懸命練習して、お兄さん
おぼ たいへん おも いつしようけんめいれんしゆう にい

運動会当日、校庭に飾る鯉を
うんどうかいとうじつ こうてい かざ こい

お姉さんたちと一緒に行動できるようになりました。 ラジオ体操では、
ねえ いつしよ こうどう たいそう

つくる余裕さえできた１年生
よ ゆう ねんせい

基準列としての難しい動きもしっかりでき、子どもたちの力はやはり
き じゆんれつ むずか うご こ ちから

すごいなあと感心させられました。
かんしん

小学校最後の運動会になる６年生は、１～５年生のお手本となるべく努力しています。
しようがつこうさい ご うんどうかい ねんせい ねんせい て ほん ど りよく

全校の子どもたちが、出 場する種目と係活動のど
ぜんこう こ しゆつじよう しゆもく かかりかつどう

○ 自分の持っている 力を出し切ること
じ ぶん も ちから だ き

ちらも力を抜かず、手を抜かず、頑張っている姿を
ちから ぬ て ぬ がん ば すがた

○ 仲間と 心を合わせること
なか ま こころ あ

たくさん見てきました。
み

○ 今日の自分が一番良かったと言えるよう
き よ う じ ぶん いちばん よ い

１２０周年記念の校庭運動会です。
しゆうねん き ねん こうていうんどうかい

気持ちを込めること
き も こ

子どもたち一人一人の思いが身体全体、そして動き
こ ひと り ひと り おも か ら だ ぜんたい うご

の一つ一つに表れる「すばらしい運動会」になることを期待しています。
ひと ひと あらわ うんどうかい き たい

挨拶の輪を広げよう！
あ い さ つ わ ひ ろ

児童会が中心となって、４月からあいさつ運動が行われています。 昇降口には、
じ どうかい ちゆうしん が つ うんどう おこな しようこうぐち

「挨拶されたら・・・おはようございます。教室に入る前に。１０人以上に挨拶し
あいさつ きようしつ はい まえ にん い じよう あいさつ

よう」という目標が掲げられています。
もくひよう かか

６月に入り、青少年育成安茂里地区会議が進める「あいさつ運動」が始まり、あち
が つ はい せいしようねんいくせい あ も り ち く かい ぎ すす うんどう はじ

らこちらに“のぼり”が立てられ地域全体で運動を進めているんだなあと感じます。
た ち いきぜんたい うんどう すす かん

この機会に、明るい挨拶を交わし合い、地域の方たちとの関わりも広がり深まるこ
き かい あか あいさつ か あ ち いき かた かか ひろ ふか

とを願っています。
ねが
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明日も元気な顔を見せてね。
あ す げん き かお み

先生たちの願いです。 校長室の生花
せんせい ねが こうちようしつ せい か

元気な杏っ子たち。
げん き あんず こ

ありがとうございます。

安茂里小の学校HPにも、校長室のコーナーを設けさせていただきました。
あ も り しよう がつこう こうちようしつ もう
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